
Outcome

めざす姿
（2027年）

創出する３つの価値
「マテリアリティ」 

（➡P.24-27）

長期経営
ビジョン
（➡P.6、19）

サステナビリティ
長期ビジョン
（➡P.6）

社会価値
●お客さまへの価値

安全・安心な食の提供 など

●従業員への価値

次期リーダー・グローバル人

材の継続的な育成 など

●お取引先への価値

人権などに配慮した持続可能

なサプライチェーンの構築

●地域・社会への価値

社内外における食のサステナ

ビリティ意識の醸成 など

環境価値
●地球温暖化対策

環境に配慮したCO2排出量の

削減 など

●循環型社会の構築

食品残渣の資源化の新技術

創出 など

●海洋資源の保全

持続的な海洋生態系保全へ

の貢献 など

経済価値
● 企業価値の向上と持続的

成長

Business
 （戦略と事業活動）

Output

ひとづくり
（➡P.54-55）

中期経営計画
「Innovation toward 2021」

（➡P.18）

安全・安心を重視する企業風土
（➡P.50-51）

リスクマネジメント
（➡P.68-69）

「サステナビリティ中期経営計画」
（➡P.8-9、18）

コーポレート・ガバナンス
（➡P.62-66）

新コーポレートブランド戦略
（➡P.19）

価値創造を支える基盤

価値創造実現に向けた経営戦略

水産資源
（➡P.32-35）

漁業

養殖

荷受

水産商事

海外

家庭用冷凍食品

家庭用加工食品

畜産

業務用食品

化成

物流

加工
（➡P.36-39）

物流
（➡P.40-41）

セグメント ユニット 製品・サービス

Input

マルハニチログループの価値創造プロセス

　外部環境の変化や顕在化する社会課題に正面から向き合い、蓄積してきた経営資源を有効に活用し事業を展開する
ためには、強みの拡充、価値創造に向けた戦略の策定、そして価値創造を支える安定した事業基盤が必要です。
　マルハニチログループならではの価値を社会に提供することで人々の豊かなくらしとしあわせに貢献し、当社の持続的
成長とサステナブルな社会の実現を達成すること。これがマルハニチログループの価値創造プロセスです。

外部環境の変化と
社会課題

地球温暖化と
気候変動

新興国の
都市化

デジタル社会
への対応

食資源の
枯渇リスク

貧富の差の
拡大

ライフスタイル
の変化

人的資本
●グループ理念を実践する人財

　13,117名

製造資本
●生産拠点数

　・国内養殖拠点　13

　・海外加工拠点　13

　・国内加工拠点　35

知的資本
●完全養殖クロマグロをはじめ

とする養殖技術力

●缶詰・冷凍食品をはじめとす

る加工食品群から介護食品・

化成品に至る製造技術力

●140年にわたり築き上げてき

たブランド力

社会関係資本
●お取引先との円滑な関係

●各種イニシアティブへの参画

自然資本
●グローバル領域での

　水畜農産原材料の調達

財務資本
●自己資本 

　142,833百万円
●フリーキャッシュ・フロー 

　21,365百万円
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